
豪雨災害を乗り越えて《東峰見聞録》 P2

表紙/ 「移住者から見た災害」より（2・3ページ）

P10どげんなっちょると？ 《一般質問》

P8補正予算 ここに注目！《トピックス》
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大
き
な
災
害
時
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
た
情
報
伝
達
の
必
要
性

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

移
住
者
の
方
に
も
安
心
し
て
住
め

る
村
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

平
成
２９
年
の
豪
雨
は
ど
う
で
し
た
か
？

　

当
日
は
し
ば
ら
く
川
の
様
子
や
周

り
を
見
て
い
ま
し
た
。屋
椎
で
家
が
流

さ
れ
た
と
地
域
の
方
か
ら
聞
い
て
、

岩
屋
神
社
の
社
務
所
に
避
難
し
ま
し

た
。

 

翌
日
に
は
自
衛
隊
の
大
型
ヘ
リ
で
避

難
し
ま
し
た
。日
田
に
到
着
し
た
の
で

す
が
、受
け
入
れ
体
制
が
な
く
、そ
の

日
の
う
ち
に
村
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

ど
の
よ
う
に
ご
自
分
の
安
否
は
伝
え

ら
れ
ま
し
た
か
？

　

村
外
の
友
人
が
、「
東
峰
村
で
６０
代

の
夫
婦
が
行
方
不
明
」と
い
う
情
報
を

テ
レ
ビ
で
見
て
、心
配
さ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。災
害
当
日
、熊
谷
工
作
所
の

従
業
員
の
方
が
避
難
者
名
簿
を
写
真

で
撮
り
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
し
て
く
れ
ま

し
た
。そ
れ
を
見
た
友
人
の
息
子
さ
ん

か
ら
の
連
絡
で
、安
否
が
わ
か
っ
た
そ

う
で
す
。

な
ぜ
移
住
し
よ
う
と
思
わ
れ
た
の
で

す
か
？ 

　
以
前
は
古
賀
市
で
仕
事
を
し
て
お

り
ま
し
た
が
喘
息
を
患
い
、
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
空
気
が
き
れ
い
な
所
を

探
し
ま
し
た
。

東
峰
村
移
住
の
決
め
手
は
？

　

熊
本
県
西
原
村
、
阿
蘇
や
由
布
院

な
ど
も
検
討
し
て
い
た
中
で
、東
峰
村

の
空
き
家
に
出
会
い
ま
し
た
。
東
峰

村
は
、空
気
や
水
も
き
れ
い
で
、家
の

近
く
に
神
社
の
鳥
居
が
あ
っ
た
の
で

防
災
上
も
大
丈
夫
か
と
思
い
移
住
を

決
め
ま
し
た
。

災
害
後
、別
の
地
域
へ
の
移
住
は
考
え

な
か
っ
た
で
す
か
？

　

家
が
大
き
く
壊
れ
た
り
し
た
ら
考

え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、今
は
他
地

域
へ
の
移
住
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

災
害
後
に
今
後
の
備
え
は
何
か
さ
れ

ま
し
た
か
？

　
非
常
用
の
バ
ッ
グ
を
玄
関
に
近
い
と

こ
ろ
に
置
い
て
い
ま
す
。九
州
大
学
の

ま
ち
歩
き
で
三
谷
教
授
か
ら
こ
こ
は

準
危
険
地
域
だ
と
言
わ
れ
た
の
で
、早

め
の
避
難
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

移
住
さ
れ
て
体
調
の
変
化
は
あ
り
ま

し
た
か
？

　

お
か
げ
で
喘
息
は
だ
い
ぶ
よ
く
な

り
ま
し
た
。ま
た
、毎
日
朝
と
夕
方
は

運
動
と
し
て
散
歩
も
し
て
い
ま
す
。

散
歩
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
は
あ
り

ま
す
か
？

　
２
月
と
１０
月
頃
に
自
宅
の
横
に
あ

る
岩
屋
神
社
参
道
の
上
か
ら
下
の
鳥

居
に
か
け
て
一
直
線
に
夕
陽
が
射
す
の

で
す（
写
真
）
。ぜ
ひ
皆
さ
ん
に
こ
の

参
道
を
通
っ
て
い
た
だ
き
た
い
な
と

思
い
ま
す
。　

 

　
４
年
前
に
村
に
移
住
さ
れ
て
き

た
、
児
島
謹
治
さ
ん（
６７
）
、
千

鶴
さ
ん（
６５
）ご
夫
婦
（
竹
地
区
）

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
移
住
か

ら
３
年
が
経
過
し
た
平
成
２９
年
７

月
、
自
宅
に
て
豪
雨
災
害
を
経
験

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
移
住
者
か

ら
見
た
災
害
に
つ
い
て
お
聴
き
し

ま
し
た
。

東
峰

見
聞
録

移
住
者
か
ら
見
た
災
害

豪
雨
災
害
を
乗
り
越
え
て

　児島さんご夫婦のような視点をうまく活かして、観光立村を
考えていかなければと思いました。（議員）



塔
の
元
交
差
点

  

第
5
2
3
号

 

第
4
4
1
号

 

第
4
9
1
号

 

第
3
0
8
号

 

第
4
9
4
号

 

第
5
3
0
号

 

第
3
6
4
号

 

第
3
0
4
号

 

第
2
1
7
号

 

第
4
3
1
号

 

第
3
0
3
号

 

第
4
3
0
号

 

第
4
3
4
号

 

第
4
45
号

 

第
4
4
3
号

 

第
1
4
1
号

 

第
3
7
3
号

 

第
2
1
8
号

 

第
1
4
3
号

 

第
2
9
号

 

第
3
5
8
号

 

第
2
5
6
号

 

第
4
号

 

第
3
5
9
号

 

第
3
6
0
号

 

第
5
2
8
号

 

第
4
9
5
号

 第
5
2
7
号

 

第
5
2
6
号

 
第

9
3
号

 

第
5
2
2
号

 

第
5
2
9
号

 

第
9
5
号

 

第
1
4
0
号

 

第
4
96
号

 

第
4
8
1
号

 

第
4
9
0
号

 

第
4
4
6
号

 

第
4
8
6
号

 

第
4
84
号

 

第
3
6
6
号

 

第
4
8
5
号

 

第
2
5
9
号

 

第
4
4
0
号

 

第
2
7
号

 

第
5
号

 

第
4
8
7
号

 

第
5
2
0
号

 

第
2
1
6
号

 

第
4
8
2
号

 

第
3
6
5
号

 

第
2
6
0
号

 

第
3
6
9
号

 

第
3
0
2
号

 

第
4
3
6
号

 

第
4
4
4
号

 

第
2
6
2
号

 

道
路
・
河
川
・
橋
梁
災
害
復
旧
事
業
工
事
箇
所
（
村
工
事
）

平
成
3
0
年
1
2
月
末
現
在

掲
載

箇
所

に
つ

い
て

、
詳

し
く

は
こ

の
番

号
で

役
場

 災
害

対
策

室
7

2
-8

0
1
1（

公
共

災
）
ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

工
事
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
？

復
旧

へ
の
道
の
り
（
公
共
災
）

少
し
ず
つ
工
事
は
進
ん

で
い
ま
す
。

　
　
は
工
事
完
了
箇
所

で
す
。

古
城

原
　

第
1

4
0

号
（

西
福

井
）

一
本

松
　

第
5

2
2

号
（

中
原

）

宝
ヶ

谷
　

第
3

5
8

号
（

小
石

原
南

）
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農
地

・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

工
事
箇
所
（
村
工
事
）

平
成
3
0
年
1
2
月
末
現
在

工
事
は
ど
こ
ま
で
進
ん
だ
か
？

復
旧

へ
の

道
の
り
（
農
災
）

農
災
も
復
旧
工
事
完
了

ま
で
工
事
状
況
を
本
紙

に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
  工
事
完
了

　
　
  発
注
済

　
　
  未
発
注

　
　
  未
施
工（
国
庫
補
助
対
象
外
）

　
　
  工
事
完
了

　
　
  発
注
済

　
　
  未
発
注

　
　
  未
施
工（
国
庫
補
助
対
象
外
）

自
力

復
旧

な
ど

に
よ

り
、

既
に

完
了

し
た

農
地

も
あ

り
ま

す
が

、
現

在
完

了
箇

所
は

精
査

中
で

す
。

掲
載

箇
所

に
つ

い
て

、
詳

し
く

は
こ

の
番

号
で

役
場

 災
害

対
策

室
7

2
-8

0
13

（
農

災
）ま

で
お

問
い

合
わ

せ
く

だ
さ

い
。

未
施
工

※
図
面
は
農
地
を
示
し
て
い
ま
す
。



第９回臨時会(10月)議決結果一覧表 賛成：○　反対：●　欠：－

議 案 一 覧

梶

原

伯

夫

梶

原

光

春

黒

川

隆

康

泉　

　

守

高

橋

弘

展

髙

倉

寛

視

長

澤

貞

義

大

蔵

久

徳

伊

藤　

均

区
　
分

契
約

審
議
結
果

○　○　○　○　○　○　○　○　○物件購入契約の締結について（小型消防車両3台）可
決

第11回定例会(12月)議決結果一覧表

東峰村一般職の職員の給与に関する条例及び東峰村一般職の任期付
職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

ＪＲ日田彦山線の早期全面復旧と長期的な運行の確保を求める決議
について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【P16へ】

可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○平成30年度東峰村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第2号）
について

可
決

賛成：○　反対：●　欠：－

議 案 一 覧
区
　
分

議

員

発

議

補
正
予
算

条
　
例

審
議
結
果

○　○　○　○　○　○　○　○　○平成30年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第５号）について【P8へ】可
決

○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決
平成30年度東峰村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算
（第２号）について

○　○　○　○　○　○　○　○　○東峰村残土処理場の設置及び管理に関する条例の制定について可
決

東峰村ケーブルテレビ施設条例の一部を改正する条例の制定について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

髙倉寛視議員に対する議員辞職勧告決議について　　　【P8へ】 ○　●　●　　　●　○　○　○　○可
決

地方創生検証特別委員会の設置に関する決議案の提出について ○　○　○　○　○　○　○　○　○可
決

佐々木紀嘉議長の問責決議案について　　　　　　　　    【P8へ】 　○　○　○　○　●　●　●　●否
決

国会における憲法論議の推進と国民的議論の喚起を求める意見書に
ついて

○　○　○　●　○　○　○　○　○可
決

梶

原

伯

夫

梶

原

光

春

黒

川

隆

康

泉　

　

守

高

橋

弘

展

髙

倉

寛

視

長

澤

貞

義

大

蔵

久

徳

伊

藤　

均

○　○　○　○　○　○　○　○　○

第10回臨時会(11月)議決結果一覧表

○　○　○　○　○　－　○　○　○工事請負契約の締結について（戸有地区がけ崩れ対策工事）可
決

賛成：○　反対：●　欠：－

議 案 一 覧

梶

原

伯

夫

梶

原

光

春

黒

川

隆

康

泉　

　

守

高

橋

弘

展

髙

倉

寛

視

長

澤

貞

義

大

蔵

久

徳

伊

藤　

均

区
　
分

契
約

補
正
予
算

審
議
結
果

○　○　○　○　○　－　○　○　○平成30年度東峰村一般会計歳入歳出補正予算（第4号）について可
決

１２月定例会
トピックス 補正予算 ここに注目！

　平成30年度12月定例会を12月11日から18日の会期にて開催しました。条例制定１件、

条例改正２件、補正予算３件(一般会計、特別会計)、議員発議5件を慎重審議し、議員発議

１件を除き原案のとおり可決しました。また、７人の議員が一般質問を行いました。 

東
峰
学
園
空
調
設
置
や

復
興
商
品
券
補
助
を
追
加

補
正
予
算

　

一
般
会
計
予
算
は
１
億
６
６
４
万
３
千
円
を
追

加
し
、
総
額
５９
億
９
１
０
６
万
９
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

4730万円
361万円 東峰学園エアコン設置

復興プレミアム商品券

1065万円
宝珠の郷空調改修等

補正予算の
主な追加分

全クラス教室に加え、特別教室・準
備室合わせて１８教室に設置予定

髙倉寛視議員に対する議員辞職勧告決議案を可決

　泉議員、梶原伯夫議員から髙倉議員への辞職勧告決議案が提出され
ました。

採決の結果、賛成５、反対３で可決されました。
※髙倉議員は議案該当者であるので除斥（審議に加わらず退場）。

提案理由

　12月3日に髙倉議員より提

出された議会への申出書は議

会を脅しともとれる文面であ

り、議員としての品位、議会

の権威を著しくおとしめるも

のである。

反 対

賛 成

内容について髙倉議員に
尋ねたか。

Q

髙倉議員とは話していない。A

「議会がおとしめられる」
根拠は。

Q

自分で判断する限り脅しと
もとれると理解。

A

議員間で議論はできなか
ったのか。

Q

各々の考え方が違う。A

大蔵

「脅しともとれる」は取り方に
よって違う場合もある。本人
に弁明の機会も与えないまま
辞職勧告を出すことに反対。

長澤
辞職勧告に至らなくてもいい
問題。

黒川 髙倉議員の言動をかえりみて
総合的に考慮し賛成。

梶原
伯夫 この説明文で十分である。

高橋

災害復旧がこれからという時
に決議案が唐突に出てくるこ
とは、「議会は何をやっている
んだ」と住民に思われる。議
会内で解決していく問題。

議員辞職勧告や問責決議
案が可決されるとどうな
るの？

A 議場にて議長より勧告され
　   るが、法的拘束力はない。

佐々木紀嘉議長の問責決議案を否決

　大蔵議員、長澤議員から議長問
責決議案が提出されました。

採決の結果、賛成４、反対４

となり、地方自治法第１1６

条第１項の規定より、副議長

が裁決権を用いて否決されま

した。
※佐々木議長は議案該当者であるの

で除斥となり、副議長が議事進行し

ました。

提案理由

　公平かつ公正な議会運営及

び中立公正であるべき職務遂

行をされないため。

※

※同数により採決権を用いて副議長が否決しました。



議
員　
災
害
後
の
職
員
の
健
康
状
態

は
、
心
の
ケ
ア
を
含
め
て
ど
う
管
理

し
て
い
る
の
か
。

村
長　
管
理
職
が
健
康
状
態
を
把
握

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
職
員
は
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
の
で
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
を
行
っ
て
い
る
。

総
務
課
長　
朝
倉
保
健
福
祉
環
境
事

務
所
と
災
害
直
後
か
ら
打
合
せ
し
て

い
る
。
健
康
相
談
、
健
康
セ
ミ
ナ
ー
、

直
接
の
面
談
等
も
行
い
、
把
握
し
て

い
る
。
目
配
り
、
気
配
り
、
助
言
、

サ
ポ
ー
ト
等
を
今
後
も
行
っ
て
い
く
。

 

文
化
財
の
管
理
状
況
と
観
光
利
用

議
員　
文
化
財
の
管
理
状
況
と
、
観

光
へ
の
利
用
施
策
は
。

教
育
長　
整
理
が
追
い
つ
い
て
い
な

い
。
展
示
場
所
等
も
考
え
て
、
観
光

に
も
使
え
る
も
の
を
選
び
出
し
て
利

用
し
て
い
き
た
い
。

災
害
工
事
業
者
の
選
定
に
つ
い
て

議
員　

法
面
工
事
の
業
者
の
選
定
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

村
長　
条
例
に
則
り
厳
正
か
つ
公
平
、

適
正
に
選
定
し
て
い
る
。

 

１
．
梶
原　

伯
夫　

議
員

　
　
災
害
後
の
職
員
の
健
康
管
理
は

 
２
．
黒
川　

隆
康　

議
員

　
　
民
有
林
に
お
け
る
災
害
倒
木
の
処
理
は

 

３
．
高
橋　

弘
展　

議
員

　
　
集
落
内
を
通
る
小
さ
い
河
川
は
い
つ
復
旧
さ
れ
る
の
か

 

４
．
伊

藤　

 

均  
 

議
員

　
　
地
区
担
当
職
員
を
配
置
す
る
目
的
は
何
か

 

５
．
梶
原　

光
春　

議
員

　
　
日
田
彦
山
線
の
具
体
的
な
工
事
の
協
議
は

 

６
．
長
澤　

貞
義　

議
員

　
　
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
工
事
の
入
札
不
調
の
原
因
は

 

７
．
髙
倉　

寛
視　

議
員

　
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
考
え
を
利
用
し
て
は

10111112121313

災
害
後
の
職
員
の
健
康
管
理
は

村
長  

管
理
職
が
健
康
状
態
を
把
握
し
て
い
る

梶原 伯夫 議 員

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
つ
い
て

議
員　
東
峰
学
園
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教

育
の
今
後
の
取
り
組
み
と
課
題
を
伺
う
。

教
育
長　
文
科
省
に
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

向
け
た
環
境
整
備
５
か
年
計
画
に
沿

っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。課
題
は
、
①

ど
の
教
室
で
も
使
え
る
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環

境
の
整
備
。②
教
師
の
研
修
。③
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
対
策
。④
教
師
の
技
量
低
下

を
防
ぐ
。⑤
教
育
の
一
本
化
を
防
ぐ
。

※

１ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
・・・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た

情
報
処
理
や
通
信
技
術
の
総
称
。

※

２　
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）・・・
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ホ
、タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
機
器
を
、

無
線
接
続
す
る
通
信
手
段
。

議
員　

災
害
に
よ
り
発
生
し
た
民
有

林
の
倒
木
の
処
理
に
つ
い
て
、
ど
の

様
に
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長　
村
単
独
の
里
山
保
全
事
業
や
小

規
模
治
山
事
業
等
で
対
応
し
た
い
。

議
員　
村
単
独
事
業
で
は
補
助
額
が
小

さ
く
、個
人
負
担
が
大
き
く
な
る
。そ

の
他
公
的
支
援
や
補
助
事
業
は
な
い
の

か
。

村
長　
現
在
の
と
こ
ろ
補
助
等
は
な
い
。

議
員　
個
人
負
担
の
削
減
の
た
め
に
、

国
や
県
等
に
要
望
す
る
考
え
は
な
い
か
。

村
長　
機
会
あ
る
ご
と
に
県
や
県
議
会

議
員
を
通
じ
て
実
情
等
は
話
し
て
い
る

が
、支
援
に
つ
い
て
は
ま
だ
未
確
定
。今

後
、村
と
し
て
も
山
の
価
値
が
上
が
る

政
策
を
考
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

民
有
林
に
お
け
る
災
害
倒
木
の
処
理
は

村
長  

村
単
独
の
事
業
で
対
応
し
た
い

災害倒木

※

１

※

２

議
員　

単
災
、
小
災
害
の
箇
所
、
特

に
集
落
内
を
通
っ
て
い
る
小
さ
い
河

川
等
に
関
し
て
は
い
つ
、
ど
う
復
旧

す
る
の
か
。

災
害
対
策
室
長　

約
６０
箇
所
が
県
及

び
財
務
支
局
の
認
可
を
受
け
て
い
る
。

地
域
住
民
へ
は
何
ら
か
の
機
会
で
お

知
ら
せ
し
た
い
。

議
員　

小
さ
い
河
川
等
は
原
形
復
旧

し
て
も
、
あ
る
程
度
の
雨
で
溢
れ
る
。

改
良
も
含
め
て
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
。

村
長 

壊
れ
た
と
こ
ろ
は
、
単
災
で

行
っ
て
い
く
。
被
災
箇
所
を
優
先
的

に
直
す
の
で
、
小
さ
い
河
川
改
良
ま

で
至
っ
て
い
な
い
。
中
小
河
川
に
つ

い
て
も
改
修
等
は
図
っ
て
い
き
た
い
。

当
然
村
予
算
が
必
要
な
の
で
、
そ
の

辺
り
で
ど
こ
ま
で
や
る
か
を
判
断
せ

ざ
る
を
得
な
い
。

議
員　
昨
年
の
住
民
協
議
会
で
も
出
さ

れ
た
意
見
が
改
良
箇
所
に
反
映
さ
れ
て

い
く
の
か
。住
民
の
方
は
ど
の
よ
う
に

要
望
を
行
え
ば
い
い
の
か
。

村
長　
役
場
の
総
合
窓
口
、地
区
担
当

職
員
に
言
っ
て
い
た
だ
き
、現
状
把
握

を
行
う
と
こ
ろ
も
出
て
く
る
か
と
思
う
。

ぜ
ひ
要
望
書
を
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

集
落
内
を
通
る
小
さ
い
河
川
は
い
つ
復
旧
さ
れ
る
の
か

災
害
対
策
室
長  

実
施
設
計
が
組
ま
れ
、こ
れ
か
ら
発
注

※

３

※

４

一般単独災害復旧事業の略。道路・河川等の公共
施設に係る災害復旧事業のうち、国庫補助の対象
とならなかった単独の事業。

単災（※3）とは！？単災（※3）とは！？単災（※3）とは！？

小規模災害復旧事業の略。１箇所あたりの工事費
が、公共施設の場合６０万円、農地等の場合４０万
円に満たない工事を対象とする事業。

小災害（※4）とは！？小災害（※4）とは！？小災害（※4）とは！？
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議
員　
昨
年
か
ら
つ
づ
み
の
里
に
て
、

福
岡
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が

開
設
し
た
無
料
カ
フ
ェ
は
村
民
の
癒

し
の
場
所
と
な
り
、
秋
祭
り
に
は
団

体
か
ら
い
ろ
ん
な
企
画
や
ア
イ
デ
ア

も
出
さ
れ
た
。
こ
の
団
体
は
東
峰
村

の
魅
力
を
全
国
や
世
界
に
発
信
し
た

い
と
話
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方

た
ち
が
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

村
長 

地
域
の
活
性
化
、
村
の
活
性

化
に
有
意
義
だ
と
思
う
。
年
間
計
画

等
、
事
前
に
計
画
性
の
あ
る
形
で
提

案
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
対
応
の
仕
方

が
あ
る
の
で
話
を
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

８
月
に
岩
屋
神
社
で
復
興
祈

願
祭
を
、
多
く
の
関
係
者
と
共
に
実

施
し
た
。
ま
た
、
こ
の
岩
屋
神
社
を

メ
イ
ン
と
し
た
ビ
デ
オ
『
龍
神
か
ら

の
伝
言
』
を
製
作
し
て
い
る
。
こ
の

映
像
は
英
語
の
字
幕
が
つ
い
て
い
る

の
で
、
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
も

発
信
で
き
る
と
思
う
。
こ
の
映
像
を

譲
り
受
け
て
で
も
、
村
か
ら
は
紹
介

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

村
長 

現
段
階
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

災
害
伝
承
館
の
映
像
と
し
て
、利
用
し

て
い
き
た
い
。

高
齢
者
へ
の
灯
油
補
助
に
つ
い
て

議
員　
寒
い
冬
の
時
期
と
な
り
、高
齢

者
が
気
持
ち
に
余
裕
を
持
っ
て
灯
油
ス

ト
ー
ブ
を
使
え
る
よ
う
に
、灯
油
を
村

か
ら
補
助
出
来
な
い
か
。

村
長 

現
在
の
と
こ
ろ
、村
と
し
て
そ

う
い
っ
た
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
考
え
を
利
用
し
て
は

村
長  

今
後
と
も
話
を
進
め
て
い
き
た
い

議
員　

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
入
札
が
不

調
と
な
っ
た
原
因
は
。

村
長 

一
番
の
原
因
は
、設
計
者
と
建

設
業
者
と
の
積
算
額
の
か
い
離
だ
と
思

っ
て
い
る
。

議
員　
３１
年
３
月
ま
で
に
完
成
出
来
な

け
れ
ば
、補
助
金
は
ど
う
な
る
の
か
。

村
長 

本
事
業
は
国
の
地
方
創
生
拠

点
整
備
交
付
金
を
使
う
予
定
だ
っ
た
が
、

今
年
度
内
に
完
成
し
な
け
れ
ば
使
え
な

い
の
で
申
請
を
取
り
下
げ
る
こ
と
に
な

る
。

議
員　
設
計
事
務
所
と
村
と
の
責
任
は

ど
う
解
決
し
て
い
く
の
か
。

村
長 

責
任
問
題
は
弁
護
士
と
設
計

事
務
所
と
の
関
係
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ

相
談
し
て
い
る
。し
か
し
、な
か
な
か
立

証
的
な
問
題
等
は
厳
し
い
の
が
現
状
で

あ
る
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
工
事
の
入
札
不
調
の
原
因
は

村
長  

設
計
業
者
と
建
設
業
者
の
積
算
額
の
か
い
離

竹地区の再生予定古民家

地
区
担
当
職
員
を
配
置
す
る
目
的
は
何
か

村
長  

地
域
と
行
政
を
結
ぶ
絆
の
た
め
に
配
置

日
田
彦
山
線
の
具
体
的
な
工
事
の
協
議
は

村
長   

事
務
局
レ
ベ
ル
で
５
回
行
わ
れ
て
い
る

議
員　
地
区
担
当
職
員
と
地
域
と
の
係

わ
り
に
は
、何
か
規
定
し
た
も
の
は
あ

る
の
か
。

村
長　
活
動
と
し
て
は
、地
区
会
合
へ

の
出
席
・
地
区
行
事
へ
の
参
加
・
地
区
と

役
場
の
連
絡
調
整
等
が
あ
る
。地
域
と

行
政
を
結
ぶ
絆
を
目
的
と
し
て
設
置
。

議
員　
職
員
の
地
区
へ
の
係
わ
り
の
意

識
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
捉
え

る
が
ど
う
か
。

村
長　
地
域
と
行
政
を
結
ぶ
絆
と
な
れ

る
よ
う
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

議
員　
１１
月
末
で
の
職
員
数
は
。

総
務
課
長　
一
般
職
員
５４
名
、任
期
付

職
員
５
名
、災
害
応
援
職
員
１９
名
、嘱

託
・
臨
時
職
員
が
４３
名
。

議
員　
災
害
の
復
旧
復
興
が
遅
れ
て
い

る
中
、任
期
付
職
員
等
の
契
約
期
間
終

了
後
の
雇
用
は
。

村
長　
早
期
の
災
害
復
旧
が
雇
用
の

目
的
で
あ
る
の
で
延
長
も
考
え
て
い
く
。

防
災
マ
ッ
プ
と
避
難
基
準

議
員　
防
災
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
た
が
、

災
害
警
戒
基
準
と
の
連
携
は
。

村
長　
防
災
マ
ッ
プ
作
成
の
目
的
は
、

地
域
の
危
険
度
と
避
難
経
路
の
把
握

の
た
め
作
成
し
た
。災
害
警
戒
に
つ
い

て
は
、防
災
訓
練
等
を
通
し
て
一
人
の

犠
牲
者
も
出
さ
な
い
よ
う
取
り
組
む
。

議
員　
１０
月
の
Ｊ
Ｒ
青
柳
社
長
と
の

会
談
後
に
、
具
体
的
な
工
事
の
中
身

は
協
議
は
な
さ
れ
た
の
か
。

村
長　

事
務
局
レ
ベ
ル
で
５
回
行

わ
れ
て
い
る
。
日
田
彦
山
線
に
限

っ
て
継
続
的
な
運
行
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
、
今
後
議

題
と
し
て
い
き
た
い
。

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て

議
員　

復
旧
工
事
の
発
注
ペ
ー
ス
と

今
後
の
見
通
し
は
。

村
長　

発
注
工
事
に
落
札
で
き
て
い

な
い
も
の
が
あ
る
た
め
、
範
囲
を
広

げ
随
意
契
約
で
き
る
と
こ
ろ
が
あ
れ

ば
手
法
を
考
え
て
い
き
た
い
。

議
員　

農
地
自
力
復
旧
の
受
益
者
負

担
割
合
を
見
直
す
考
え
は
。

村
長　

見
直
す
方
向
で
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

議
員　

道
幅
が
狭
い
場
所
に
て
大
型

工
事
車
両
と
の
離
合
で
問
題
が
起
き

て
い
る
。
対
策
は
考
え
て
い
る
か
。

村
長　

朝
倉
県
土
事
務
所
長
よ
り
の

提
案
で
、
各
所
に
離
合
場
所
を
設
置

す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

復
興
住
宅
に
つ
い
て

議
員　

仮
設
住
宅
の
使
用
期
間
の
終

わ
る
頃
ま
で
に
、
中
原
の
復
興
住
宅

は
完
成
す
る
の
か
。

村
長　

県
も
７
月
の
完
成
に
む
け
て

努
力
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
。

筑前岩屋駅

九州大学と協働で防災マップ作成

宝珠石祭（大黒摩季さんコンサート）



　
岩
手
県
岩
泉
町
は
、
平
成
２８
年
８

月
に
発
生
し
た
台
風
１０
号
に
よ
る
豪

雨
で
被
災
し
ま
し
た
。
河
川
の
氾
濫

や
土
砂
災
害
に
よ
り
、
死
者
２４
名
、

全
壊
家
屋
３
９
９
件
を
含
む
８
２
０

件
の
住
宅
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
・
農
業
施
設
等
の
被
害
を

合
わ
せ
る
と
総
額
で
約
４
２
１
億
円

の
被
害
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
被
災
後
２
年
が
経
過
し
、
現
在
の

復
旧
・
復
興
の
取
組
状
況
と
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　
岩
泉
町
で
は
、
復
興
ま
ち
づ
く
り

計
画
と
題
し
て
、
集
落
の
形
成
・
防

災
体
制
の
強
化
・
産
業
経
済
の
再
生

を
３
つ
の
柱
と
し
、
平
成
３３
年
を
目

途
と
し
た
復
興
計
画
を
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
仮
設
住
宅
の
供
与
期
限
は
、
災
害

救
助
法
に
よ
り
設
置
か
ら
２
年
で
す

が
、
期
限
内
退
去
が
困
難
な
世
帯
が

多
い
た
め
、
県
の
予
算
に
よ
り
継
続

措
置
に
な
っ
て
い
る
状
況
で
し
た
。

　
激
甚
災
害
の
期
限
で
あ
る
３
年
で

の
復
旧
工
事
の
完
了
は
、
岩
泉
町
に

お
い
て
も
大
変
難
し
い
状
態
で
し
た
。

復
旧
に
対
し
て
は
、
自
治
体
が
い
か

に
腹
を
く
く
っ
て
取
組
む
か
を
考
え

さ
せ
ら
れ
た
研
修
で
し
た
。

　
１０
月
２４
日
に
議
員
９
名
及
び
村
長

で
、
福
岡
県
選
出
及
び
災
害
復
旧
に

関
係
す
る
国
会
議
員
の
方
々
に
、「
平

成
２９
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の

復
旧
・
復
興
に
係
る
要
望
書
」を
手

渡
し
ま
し
た
。
臨
時
国
会
開
会
中
に

つ
き
、
限
ら
れ
た
時
間
で
の
陳
情
で

し
た
が
、
東
峰
村
の
復
旧
の
状
況
説

明
と
こ
れ
か
ら
の
復
興
に
向
け
て
の

支
援
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

原
田
義
昭

麻
生
太
郎

衛
藤
征
士
郎

鬼
木　

誠

藤
丸　

敏

鳩
山
二
郎

松
山
政
司

大
家
敏
志

牧
野
た
か
お

足
立
敏
之

古
賀
之
士

自
見
は
な
こ

高
瀬
弘
美

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

参
議
院
議
員

参
議
院
議
員

参
議
院
議
員

参
議
院
議
員

参
議
院
議
員

参
議
院
議
員

（
順
不
同
）

国
会
議
員
陳
情

住
民
の
安
全
や
地
域
経
済
の
早
期
回
復
を
要
望
！

《
陳
情
先
》

岩手県下閉伊（しもへい）郡岩泉町岩手県下閉伊（しもへい）郡岩泉町

被
災
後
の
２
年
目
を
研
修

平成３０年１０月２３日平成３０年１０月２３日

行
政
視
察
報
告

原田義昭衆議院事務所にて

衛藤征士郎衆議院事務所にて

埼
玉
県
狭
山
市
議
会
を
視
察

議
会
が
つ
く
る

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組

　

１０
月
１０
日
、
狭
山
市
議
会
が
放
送

す
る
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
番
組「
ｗ
ｉ
ｔ

ｈ
ゆ
ぅ
市
議
会
」に
つ
い
て
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　
「
も
っ
と
市
民
に
議
会
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
」と
の
思
い
か
ら
、議
員
が

自
ら
企
画
・
演
出
は
も
と
よ
り
、原
稿

作
成
や
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、撮
影
な
ど
、

編
集
を
除
き
市
議
会
議
員
が
全
て
行

っ
て
い
ま
す
。放
送
す
る
た
め
の
編
集

方
針
は
、

・
議
会
だ
よ
り
で
は
表
現
で
き
な
い
、

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
な
ら
で
は
の
強
み

　
を
生
か
す

・
市
民
に
と
っ
て
の
目
玉
と
な
る
情
報

　
を
流
す

・
議
会
の
よ
り
具
体
的
な
内
容
を
お

　
知
ら
せ
す
る

等
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

読
み
手
の
目
線
で

     

考
え
る
広
報
紙
づ
く
り

全
国
町
村
議
会
広
報
研
修
会

　

１０
月
９
日
に
東
京
に
て
広
報
の
研

修
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

Ⅰ
部
「
読
み
手
に
伝
わ
る
文
章
の
書

　
　

  

き
方
」

Ⅱ
部
「
デ
ザ
イ
ン
の
力
で
、も
っ
と
伝

　
　

  

わ
る
議
会
広
報
誌
に
」

Ⅲ
部「
最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞(

総
合

　
　

２
位)

作
に
見
る
光
彩
を
放
つ

　
　

  

編
集
力
」

こ
の
三
つ
を
題
目
に
３
人
の
講
師
か

ら
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

Ⅰ
部
は
、
朝
日
新
聞
校
閲
事
業
部

長
の
前
田
安
正
氏
か
ら
、
新
聞
記
事

を
例
に
情
報
を
正
確
に
発
信
す
る
必

要
性
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
Ⅱ
部
は
、ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
筒

井
美
希
氏
か
ら
、読
み
手
目
線
で
考
え

る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
聞
き
ま
し
た
。

・
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
る
キ
ー 

ワ
ー
ド
を
選
び
、強
調
す
る

・
自
分
達
の
言
葉
で
は
な
く「
読
み
手

福
岡
県
町
村
議
会
広
報
研
修
会

コ
ン
パ
ク
ト
で
読
み
や
す
い   　

　
　
　
　

紙
面
と
し
て
評
価

　

１１
月
１４
日
、
県
市
町
村
会
館
に
お

い
て
、町
村
議
会
広
報
研
修
会
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

講
師
よ
り
ど
の
よ
う
な
議
会
広
報
が
、

皆
さ
ま
に
目
を
通
し
て
頂
け
る
の
か
、

色
々
な
角
度
か
ら
指
摘
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
当
日
は
県
内
１５
町
村
の
広
報
紙
が

講
師
か
ら
助
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
議
会
ウ
ォ
ッ
チ
も
助
言

を
し
て
い
た
だ
き
、お
お
む
ね
良
く
で

き
て
い
る
と
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
さ
ま
に
、愛

さ
れ
る
議
会
ウ
ォ
ッ
チ
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
。　

の
言
葉
」を
意
識
し
て
語
る

　
Ⅲ
部
は
、グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ

ー
長
岡
光
弘
氏
か
ら
、
全
国
議
会
広

報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
に
な
っ

た
広
報
紙
を
例
と
し
た
研
修
を
受
け

ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
広
報
媒
体
を
使
う

こ
と
で
、す
べ
て
の
市
民
に
議
会
の
情

報
を
も
れ
な
く
発
信
す
る
こ
と
。そ
し

て
、議
会
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、「
質

の
高
い
民
意
を
集
め
る
」こ
と
を
広
報

の
目
的
と
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

東
峰
村
議
会
の
広
報
も
、
議
会
だ

よ
り
を
中
心
と
し
た
多
様
な
広
報
媒

体
の
活
用
を
、検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

狭山市議会視察研修



　

平
成
最
後
の
年
末
は
今
シ
ー
ズ
ン
初

の
寒
波
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
１２
月
初

旬
に
は
季
節
外
れ
の
ツ
ツ
ジ
が
隣
の
庭

に
咲
き
始
め
て
い
た
の
で
、
暖
冬
だ
ろ

う
と
決
め
込
ん
で
い
た
の
が
見
事
ひ
っ

く
り
返
り
、
慌
て
て
ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ
に

履
き
か
え
、
ス
コ
ッ
プ
を
引
っ
張
り
出

す
始
末
。
今
更
な
が
ら
人
間
の
思
惑
な

ど
自
然
の
中
で
は
と
る
に
足
ら
ぬ
事
と

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
大
水
害
か
ら

一
年
半
が
過
ぎ
、
復
旧
も
か
な
り
進
ん

で
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
普
通
の
生

活
が
送
れ
る
事
が
ど
ん
な
に
幸
福
か
と
、

か
み
し
め
る
正
月
で
し
た
。

　

こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
穏
や
か

で
健
や
か
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
、

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。（

梶
原
光
春
）

議
会
広
報
特
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ＪＲ日田彦山線の
早期全面復旧を要望！！

　

１２
月
定
例
会
に
て
「
Ｊ
Ｒ
日

田
彦
山
線
の
早
期
全
面
復
旧
と

長
期
的
な
運
行
の
確
保
を
求
め

る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
議
決

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
Ｊ
Ｒ

日
田
彦
山
線
の
沿
線
自
治
体
で

あ
る
日
田
市
議
会
と
添
田
町
議

会
と
の
合
同
の
取
り
組
み
で
す
。 

１２
月
２６
日
、
３
市
町
村
の
議
長

が
代
表
し
て
、
Ｊ
Ｒ
九
州
本
社

に
て
青
柳
俊
彦
社
長
宛
の
要
望

書
と
し
て
、
決
議
文
を
前
田
勇

人
専
務
執
行
役
員
に
手
渡
し
ま

し
た
。
（
写
真
）

　

　

決
議
文
の
詳
細
は
東
峰
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
議
会
の

取
り
組
み
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲携帯からはQRコ

ードを読み込んで

アクセスできます。


	1P
	02P-P03
	04P-P05
	06P-P07
	08P-P09
	10P-P11
	12P-P13
	14P-P15
	P16

